
2009年

5月

No.108
（隔月1日、年6回発行）

●目次

特　集 大気汚染公害と被害者救済

一 村 一 品

2

4

5

6
8

3

9
10
12

環
境
省
主
催
の
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
「
一
村
一
品
」
大
作
戦

全
国
大
会
２
０
０
９
（
２
０
０
９
年
２
月
14
日
、
15
日 

GRA
N
D
 H
A
LL

）
に
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
教
材
化
研
究
会

は
大
阪
代
表
と
し
て
参
加
。
特
別
賞
・
環
境
教
育
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

47
都
道
府
県
の
代
表
が
わ
ず
か
４
分
の
プ
レ
ゼ
ン
で
競
う

大
会
、
巨
大
な
食
材
カ
ー
ド
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。
大

受
け
だ
っ
た
の
が
「
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」
、
「
安
い
だ
け

で
な
く
て
、
産
地
を
見
ま
す
」
と
い
う
宣
言
が
共
感
を
広
げ

ま
し
た
。
受
賞
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
し

た
が
そ
れ
以
上
に
、
様
々
な
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
た

ち
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
人
た
ち
と
交
流
し
、
ア
イ
デ

ア
を
も
ら
い
、
元
気
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
と
て
も
大
き
な
収

穫
で
し
た
。
日
本
で
環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
が
根
付
い
て
き
て
い
る
こ
と
が

実
感
で
き
た
二
日
間
で
し
た
。

〈ＳＨＩＴＥＮ〉大気汚染による「未認定」患者の救済
──新たな救済制度の必要性
東京大気汚染裁判で勝ち取った東京都の
ぜん息医療救済制度
大気汚染健康被害者の救済制度づくりをめざして
１５団体・１２地域組織が結集して実態調査
国民の健康を守る厳しいＰＭ２．５環境基準設定を
高齢公害患者の包括的呼吸リハビリテーション　　　　　　　　　　　　
〈新連載〉シリアからの手紙①雨は「いい天気」
あおぞら財団会員のつどい２００９
～私がとりくんでよかったこと～開催
〈リレーエッセー〉夢は大きく持てばいい　　　　　　　　　　　　　　
〈忙中一筆〉大学の「地域共創」の重要性　　　　　　　　　　　　　　
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大
気
汚
染
公
害
に
よ
る「
未
認
定
」患
者
の
救
済

│
新
た
な
救
済
制
度
の
必
要
性

除
本　

理
史

特集　大気汚染公害と被害者救済
大気汚染による公害病患者の救済制度が改定（指定地
域の解除）されて 20年。大都市を中心にぜん息など
呼吸器の病気に苦しむ人が増えている。東京では大気
汚染公害裁判の和解に基づいて、「ぜん息医療費無料
制度」が生まれ、大阪でも救済制度を求める活動が始
まっている。人の健康への影響が懸念されている微少
粒子・PM2.5 の環境基準問題と合わせて紹介する。

一
九
八
八
年
、
公
害
健
康
被
害
補
償
法
（
公
健

法
）
に
よ
る
指
定
地
域
（
大
気
汚
染
に
か
か
わ
る

第
一
種
地
域
）
が
全
面
解
除
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら

約
二
〇
年
が
経
過
し
た
が
、
大
気
汚
染
公
害
と
そ

れ
に
よ
る
健
康
被
害
は
、
過
去
の
問
題
と
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
ぜ
ん
息
な
ど
の
健
康
被
害
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
健
法
に
よ
る
救
済
が

な
さ
れ
な
い
「
未
認
定
」
患
者
が
多
数
、
存
在
し

て
い
る
。
自
治
体
や
国
は
、「
未
認
定
」
患
者
の

救
済
の
た
め
に
、
新
た
な
制
度
構
築
へ
と
踏
み
出

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

一
、
大
気
汚
染
の
状
況
（
１
）

一
九
八
八
年
の
指
定
地
域
解
除
後
も
、
日
本
で

は
大
都
市
を
中
心
に
、
二
酸
化
窒
素
や
浮
遊
粒
子

状
物
質
に
よ
る
高
濃
度
汚
染
が
継
続
し
て
き
た
。

例
え
ば
浮
遊
粒
子
状
物
質
（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
）
に
つ
い
て
、

東
京
都
区
部
、
横
浜
市
・
川
崎
市
、
大
阪
市
の
自

動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
の
濃
度
平
均
値
を
見
る
と
、

一
九
九
八
年
度
ま
で
環
境
基
準
を
超
過
し
て
い
る
。

と
く
に
東
京
都
区
部
、
横
浜
市
・
川
崎
市
で
は
、

二
〇
〇
二
年
度
ま
で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
環
境
基
準

を
超
過
し
て
い
る
。

同
じ
く
Ｓ
Ｐ
Ｍ
に
つ
い
て
、
一
般
環
境
大
気
測

定
局
で
も
、
東
京
都
区
部
、
横
浜
市
・
川
崎
市
の

濃
度
平
均
値
は
、
一
九
九
八
年
度
ま
で
環
境
基
準

を
超
過
し
て
い
た
。
大
阪
市
で
も
一
九
九
八
年
度

頃
ま
で
、
ほ
ぼ
環
境
基
準
に
匹
敵
す
る
汚
染
濃
度

が
継
続
し
た
（
以
上
、
汚
染
濃
度
は
日
平
均
値
の

年
間
二
％
除
外
値
の
各
地
区
平
均
値
）。

た
し
か
に
近
年
、
汚
染
の
改
善
傾
向
は
認
め
ら

れ
る
が
、
日
本
の
Ｓ
Ｐ
Ｍ
環
境
基
準
は
一
九
七
二

年
の
設
定
以
来
、
三
十
六
年
間
に
わ
た
っ
て
見
直

し
が
な
さ
れ
ず
、
欧
米
と
比
べ
て
も
基
準
値
が
甘

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
粒
径
の

小
さ
い
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
の
対

策
は
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

二
、「
未
認
定
」
患
者
と
そ
の
被
害
実
態

一
九
八
八
年
の
指
定
地
域
解
除
以
降
、
法
律
に

基
づ
く
新
た
な
救
済
対
象
者
の
認
定
は
行
わ
れ
な

く
な
っ
た
た
め
、
多
く
の
「
未
認
定
」
患
者
が
救

済
を
受
け
ら
れ
ず
に
い
る
。「
未
認
定
」
患
者
が

全
国
に
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
例

え
ば
東
京
都
で
は
、
十
八
歳
未
満
の
患
者
だ
け
で

二
〇
〇
七
年
度
末
に
約
三
万
八
〇
〇
〇
人
が
、
条

例
に
よ
っ
て
医
療
費
救
済
を
受
け
て
い
る
。

筆
者
ら
は
二
〇
〇
三
年
、
東
京
の
「
未
認
定
」

患
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
東
京
大

気
汚
染
裁
判
の
原
告
団
か
ら
協
力
を
得
て
、
一
七

四
人
の「
未
認
定
」患
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵
送
し
、

九
六
の
有
効
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
次
の

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
一
に
、「
未
認
定
」
患
者
の
経
済
的
状
況
が
、

か
な
り
苦
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
公

害
病
（
公
健
法
の
下
で
大
気
汚
染
の
影
響
に
よ
る

と
さ
れ
た
指
定
四
疾
病
）
に
か
か
っ
た
た
め
に
、

失
業
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
方
が
、
全
体
の
実
に

二
五
％
に
上
っ
た
。
こ
れ
を
含
め
収
入
減
少
な
ど
、

公
害
病
に
よ
っ
て
仕
事
に
悪
影
響
が
出
た
と
い
う

方
を
合
計
す
る
と
、
四
割
弱
に
ま
で
な
る
。
主
た

る
家
計
支
持
者
の
年
収
を
見
る
と
、
三
〇
〇
万
円

未
満
に
五
〇
％
が
集
中
し
、
東
京
都
の
統
計
と
比

較
し
て
も
「
未
認
定
」
患
者
の
家
計
が
非
常
に
苦

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

第
二
は
、「
受
診
抑
制
」
に
よ
る
症
状
悪
化
の

危
険
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
調
査
結
果
に
よ
れ

ば
「
未
認
定
」
患
者
の
平
均
的
な
医
療
費
自
己
負

担
額
は
、
年
間
約
十
五
万
円
に
上
る
。
前
述
の
家

計
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
決
し
て
小
さ
い
額
で
は

な
い
。
そ
の
た
め
「
未
認
定
」
患
者
の
二
七
％
が
、

医
療
費
負
担
を
心
配
し
て
受
診
回
数
や
入
院
日
数

を
減
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
、
と
回
答
し
て
い
る
。

以
上
二
点
か
ら
、
公
害
病
に
よ
る
収
入
低
下
と
、

医
療
費
に
よ
る
家
計
圧
迫
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
必

要
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
た
め
ら
う
患
者
を
生

み
、
そ
れ
に
よ
る
症
状
悪
化
の
危
険
性
も
あ
り
う

る
、
と
い
う
い
わ
ば
「
悪
循
環
」
の
存
在
が
推
察

さ
れ
る
の
で
あ
る
（
２
）。

三
、
新
た
な
被
害
者
救
済
制
度
を

自
治
体
や
国
が
「
未
認
定
」
患
者
に
対
す
る
医

療
費
救
済
制
度
を
創
設
・
拡
充
す
れ
ば
、
収
入
減

少
な
ど
の
全
て
の
被
害
を
カ
バ
ー
で
き
な
い
ま
で

も
、
少
な
く
と
も
前
述
の
「
悪
循
環
」
を
く
い
と

め
る
こ
と
は
で
き
る
。
若
干
の
自
治
体
で
は
、
大

気
汚
染
裁
判
や
被
害
者
ら
の
運
動
を
受
け
て
、
医

療
費
救
済
制
度
の
拡
充
が
進
ん
で
い
る
。
川
崎
市

で
は
二
〇
〇
七
年
一
月
か
ら
、
成
人
の
気
管
支
ぜ
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ん
息
患
者
に
対
す
る
医
療
費
救
済
を
全
市
に
拡
大

し
た
（
た
だ
し
一
割
は
自
己
負
担
）。
東
京
都
で

も
昨
年
八
月
か
ら
、
気
管
支
ぜ
ん
息
に
限
り
、
十

八
歳
以
上
の
「
未
認
定
」
患
者
で
も
医
療
費
救
済

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
救
済
制
度
の

拡
充
を
受
け
、
国
と
し
て
も
対
策
に
の
り
だ
す
か

ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
参
加
す
る
日

本
環
境
会
議
の
大
気
汚
染
被
害
者
救
済
制
度
検
討

会
は
、
こ
こ
一
年
半
ほ
ど
、
国
レ
ベ
ル
で
の
新
た

な
救
済
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

き
た
。
今
年
一
月
、
そ
の
中
間
と
り
ま
と
め
と
し

て
、
幹
線
道
路
沿
道
で
の
「
被
害
補
償
制
度
」
と
、

沿
道
よ
り
も
広
い
地
域
を
対
象
と
す
る
「
医
療
費

救
済
制
度
」
と
か
ら
な
る
二
本
立
て
の
制
度
提
案

を
発
表
し
た
（
３
）（
最
終
的
な
提
言
は
、
今
年
十

一
月
二
十
二
〜
三
日
の
第
二
七
回
日
本
環
境
会
議

尼
崎
大
会
で
発
表
の
予
定
）。
紙
幅
の
関
係
で
詳

細
は
掲
載
誌
に
ゆ
ず
る
が
、
こ
の
提
案
も
一
つ
の

た
た
き
台
と
し
て
、「
未
認
定
」
患
者
救
済
に
向

け
た
議
論
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
よ
け
も
と
・
ま
さ
ふ
み　

東
京
経
済
大
学
経

済
学
部
教
授
）

注
（
１
）　

本
節
の
内
容
は
、
大
気
汚
染
被
害
者
救
済

制
度
検
討
会
「
新
た
な
大
気
汚
染
公
害
被
害
者

救
済
制
度
の
必
要
性
と
そ
の
基
本
的
考
え
方
」

『
環
境
と
公
害
』
三
八
巻
三
号
、
二
〇
〇
九
年
、

に
よ
る
。

（
２
）　

拙
著
『
環
境
被
害
の
責
任
と
費
用
負
担
』

有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
、
第
三
章
参
照
。

（
３
）　

前
掲
・
注
（
１
）。
ま
た
、
同
検
討
会
に

よ
る
報
告
書
『
大
気
汚
染
の
改
善
と
被
害
者
救

済
を
め
ざ
し
て
』
二
〇
〇
九
年
一
月
、
も
参
照
。

「
い
い
天
気
だ
ね
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
空
か
ら
雨
が
降
っ
て

い
た
か
ら
だ
。
こ
こ
は
日
本
で
は
な
い
。

中
東
シ
リ
ア
。
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
北
部
に

あ
る
国
だ
。

砂
漠
の
半
島
、
ア
ラ
ビ
ア
。
し
か
し
、

そ
れ
を
忘
れ
る
景
色
が
シ
リ
ア
に
は
た
く

さ
ん
あ
る
。
村
に
は
オ
リ
ー
ブ
や
果
樹
・

野
菜
の
緑
が
映
え
る
。
冬
に
は
雪
が
降
り
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
し
で
は
昼
間
で
も
凍
え

て
し
ま
う
。
そ
ん
な
冬
が
終
わ
る
と
、
地

面
を
緑
が
覆
い
、
そ
れ
を
羊
飼
い
に
連
れ

ら
れ
た
羊
達
が
食
む
。夏
に
な
る
と
、人
々

は
灌
漑
用
の
水
路
で
泳
い
だ
り
、
中
東
に

最
初
の
文
明
を
も
た
ら
し
た
ユ
ー
フ
ラ
テ

ス
川
へ
と
ピ
ク
ニ
ッ
ク
へ
と
繰
り
出
す
。

地
元
の
女
性
は
服
の
ま
ま
、
水
へ
と
飛
び

こ
む
。

だ
が
聞
こ
え
る
声
は
景
色
ほ
ど
楽
観
的

で
は
な
い
。「
昔
は
20
ｍ
も
掘
れ
ば
水
が

出
た
。
今
は
１
０
０
ｍ
掘
ら
な
い
と
ダ
メ

だ
。
昔
と
い
っ
て
も
、
こ
こ
10
年
く
ら
い

の
話
だ
」
と
男
は
言
っ
た
。
深
く
ま
で
井

戸
を
掘
る
機
械
と
水
を
汲
み
上
げ
る
機
械

が
無
い
家
は
、
近
所
か
ら
水
を
貰
う
。
そ

れ
を
家
ま
で
運
ぶ
の
は
女
性
の
仕
事
だ
。

頭
に
バ
ケ
ツ
を
乗
せ
て
家
ま
で
運
ぶ
。
首

が
痛
い
、
と
体
の
不
調
を
訴
え
る
女
性
も

居
る
。
何
よ
り
水
が
な
く
て
困
っ
て
い
る

の
は
農
家
の
人
た
ち
だ
。
水
を
汲
み
出
す

機
械
が
無
い
限
り
、
自
分
達
が
食
べ
る
分

も
作
れ
な
い
。「
こ
こ
数
年
、

雨
が
少
な
く
て
仕
事
が
な

い
ん
だ
」。
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
と
尋
ね
る
と
「
も

っ
と
お
祈
り
を
す
る
だ
け

さ
」
と
遠
く
を
見
る
。

水
と
は
何
か
。
生
活
で

あ
り
、
仕
事
で
あ
り
、
命

で
あ
る
。
地
球
は
つ
な
が

っ
て
い
る
。
僕
は
自
分
の

生
活
を
振
り
返
る
。
今
日

も
い
い
天
気
で
あ
る
よ
う

に
、
と
祈
る
。

水遊びする少年

〈プロフィール〉
中野貴行（なかの・たかゆき）。写真と雑貨が大好きの
27 歳。旅で訪れたことのあるシリアへ青年海外協力隊と
して生活中。イスラム教と甘い紅茶に囲まれる毎日。あ
おぞら財団とは市民塾参加などのつながりがある。

中野 貴行

新連載

①雨は「いい天気」？

視 点

環境再生にかかわる課題を、さまざまな
視点から自由に論じるコーナーです。
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３
１
，９
６
５
人
の
喜
び
の
声

昨
年
8
月
1
日
か
ら
実
施
（
無
料
化
）

さ
れ
た
本
制
度
の
申
請
受
理
総
数
は
、
2

月
時
点
で
３
１
，
９
６
５
名
と
な
り
ま
し

た
。
喜
び
の
声
が
多
数
よ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
交
付
さ
れ
た
医
療
費
を
も
っ
て
受
診

し
ま
し
た
。
診
察
が
終
わ
っ
て
会
計
窓
口

に
行
き
ま
し
た
。「
本
日
の
支
払
い
は
い

く
ら
に
な
り
ま
す
か
」「
会
計
は
あ
り
ま

せ
ん
。」
処
方
箋
を
持
っ
て
薬
局
に
行
き

ま
し
た
。「
薬
代
は
い
く
ら
に
な
り
ま
す

か
」「
会
計
は
あ
り
ま
せ
ん
」
本
当
に
無

料
に
な
っ
た
の
だ
。
過
去
30
年
間
、
ぜ
ん

息
の
苦
し
み
と
、
医
療
費
の
支
払
い
に
苦

し
ん
で
き
ま
し
た
。
う
れ
し
く
て
、
う
れ

し
く
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

治
療
内
容
に
つ
い
て
も
、
経
済
的
負
担

を
考
慮
し
て
受
診
し
て
き
ま
し
た
が
、
も

う
な
ん
の
遠
慮
も
い
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

症
状
に
見
合
っ
た
適
切
な
医
療
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
医
療
機
関
の
と
っ
て
も

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
患
者
に
適
切
な
診

療
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
勝

利
和
解
で
勝
ち
取
っ
た
成
果
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

運
動
の
成
果
は
運
動
で
守
る

東
京
都
は
、
制
度
の
対
象
者
を
７
・
７

万
人
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
多

く
の
ぜ
ん
息
患
者
の
方
々
に
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
知
ら
せ
合
っ
て
全
て
の
被
害
者

を
救
済
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
ぜ
ん
息
医
療

費
無
料
制
度
は
、
東
京
大
気
汚
染
公
害
裁

判
の
全
面
和
解
の
条
件
と
し
て
設
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。
11
年
余
に
わ
た
っ
て
た
た

か
っ
て
き
た
原
告
患
者
や
大
勢
の
支
援
の

皆
さ
ん
の
運
動
の
成
果
で
す
。

し
か
し
、
対
象
疾
病
を
ぜ
ん
息
に
限
っ

て
い
る
弱
点
が
あ
り
、
こ
れ
は
克
服
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
制
度
は
5
年
後
に
「
見
直
し
」
を

す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
被
告
ら
が

今
回
拠
出
す
る
財
源
も
5
年
分
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
運
動
で
実
現
さ
せ
た
制
度
で
す

か
ら
、
運
動
が
な
く
な
っ
た
ら
つ
ぶ
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
制
度
を
守
り
拡
充
継
続

さ
せ
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
被
害
者
が

も
れ
な
く
申
請
す
る
よ
う
運
動
を
強
め
ま

す
。
ま
た
、「
公
害
患
者
と
家
族
の
会
」

の
会
員
を
増
や
し
て
運
動
の
強
化
を
は
か

り
ま
す
。
東
京
に
限
ら
ず
全
国
の
被
害
者

が
救
済
さ
れ
る
よ
う
、
各
地
の
実
情
に
見

合
っ
た
運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
国
レ
ベ
ル
で
の
救
済
制
度
を
創
設
し

ま
し
ょ
う
。

（
し
げ
の
・
よ
し
お　

東
京
公
害
患
者
と

家
族
の
会
副
会
長
）

東
京
大
気
裁
判
で
勝
ち
取
っ
た

東
京
都
の
ぜ
ん
息
医
療
費
救
済
制
度

繁
野　

義
雄

トヨタ本社前で全面解決を訴える公害患者たち　２００７年６月
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高
学
年
ほ
ど
高
い
ぜ
ん
息
被
患
率

公
害
指
定
地
域
が
解
除
さ
れ
て
20
年
が

経
ち
ま
し
た
。
例
え
ば
大
阪
市
の
認
定
患

者
数
で
み
る
と
、
こ
の
20
年
間
で
約
６
割

減
少
し
、
08
年
３
月
末
で
８
，
１
４
６
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
大
阪
市
の
学
校

保
健
統
計
で
子
ど
も
の
ぜ

ん
息
被
患
率
を
み
る
と
、

こ
の
20
年
間
で
幼
稚
園
児

（
５
歳
）
は
０
・
99
倍
と

ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
が
、
小

学
生
で
は
１
・
88
倍
、
中

学
生
で
は
２
・
47
倍
、
高

校
生
で
は
３
・
82
倍
と
、

高
学
年
に
な
る
に
従
っ
て

増
加
率
が
高
く
な
っ
て
増

え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

ぜ
ん
息
被
患
率
が
高
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

ぜ
ん
息
の
受
療
率
の
年
齢

構
成
か
ら
し
て
、
高
齢
者

層
で
も
ぜ
ん
息
患
者
が
増
え
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

５
万
人
の
未
認
定
患
者

こ
れ
に
対
す
る
大
阪
の
医
療
費
助
成
制

度
は
、
吹
田
市
が
全
年
齢
を
対
象
に
行
っ

て
い
る
以
外
は
、
東
大
阪
市
が
16
歳
未
満
、

大
阪
市
が
15
歳
未
満
と
対
象
を
小
児
に
限

定
し
て
お
り
、
医
療
費
助
成
制
度
を
持
っ

て
い
た
守
口
市
、
豊
中
市
は
廃
止
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
奨
励
金
制
度
を
持
っ
て
い

た
の
が
八
尾
市
と
堺
市
で
す
が
、
八
尾
市

は
現
在
も
継
続
し
て
い
る
も
の
の
、
堺
市

は
廃
止
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の

推
計
で
は
、
大
阪
全
体
の
未
認
定
患
者
数

は
約
５
万
人
、
未
救
済
患
者
数
は
約
３
万

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
認
定
・
未
救
済
の
患
者
さ
ん
は
、
多

額
の
医
療
費
自
己
負
担
を
毎
月
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
公
害
関

係
団
体
や
医
療
団
体
、
民
主
団
体
、
労
働

組
合
、
弁
護
士
な
ど
が
集
ま
っ
て
昨
年
４

月
か
ら
議
論
し
、
一
つ
は
ぜ
ん
息
な
ど
大

気
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
者
を
全
年
齢
に

わ
た
っ
て
救
済
す
る
制
度
を
作
ら
せ
る
こ

と
、
も
う
一
つ
は
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
を
取
り
戻
す
こ
と
、
こ
の
二
つ

を
運
動
課
題
に
し
て
、
11
月
に
「
あ
お
ぞ

ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
阪
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
参
加
団
体
は
現
在
15
団
体
と
12
地

域
組
織
の
合
計
27
団
体
で
す
。

実
態
調
査
に
ご
協
力
を

そ
し
て
、
運
動
の
第
一
歩
と
し
て
、
被

害
者
の
困
っ
て
い
る
実
態
を
つ
か
む
こ

と
、
ま
た
、
被
害
者
自
身
の
自
立
的
な
運

動
づ
く
り
を
目
指
し
運
動
の
担
い
手
を
掘

り
起
こ
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年

の
12
月
か
ら
「
ぜ
ん
息
被
害
実
態
調
査
」

の
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
調
査

の
対
象
は
旧
公
害
指
定
地
域
に
お
け
る
未

認
定
・
未
救
済
の
公
害
患
者
で
、
４
月
末

ま
で
（
４
月
16
日
の
幹
事
会
で
５
月
末
ま

で
に
延
長
）
に
調
査
を
行
い
、
５
〜
６
月

で
整
理
・
分
析
、
７
月
に
は
報
告
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
以
後
、「
実
態
調
査
」

の
結
果
を
武
器
に
世
論
へ
の
訴
え
、
自
治

体
へ
の
要
求
運
動
を
大
き
く
す
す
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
周
り
で
未
認
定
・
未
救

済
の
公
害
患
者
さ
ん
が
い
ま
し
た
ら
、
こ

の
「
ぜ
ん
息
被
害
実
態
調
査
」
へ
の
協
力

を
訴
え
て
下
さ
い
。

（
な
か
む
ら
・
つ
よ
し　

あ
お
ぞ
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
大
阪　

事
務
局
長
）

大
気
汚
染
健
康
被
害
者
の
救
済
制
度
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

15
団
体
・
12
地
域
組
織
が
結
集
し
て
実
態
調
査

中
村　

毅

＊２０年間で幼稚園児は 0.99倍、小学生は 1.83倍、中学生は 2.27倍、高校生は 3.82倍となっている。

（％）

大阪市学校保健統計より作成

9.0

8.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0
1988年 1990年 1992年 1994年 1996年 1998年 2000年 2002年 2004年 2006年

幼稚園（5歳）
小学校
中学校
高　校

大阪市の子どものぜん息被患率
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Ｐ
Ｍ
2.5
（
微
小
粒
子
）
と
は

こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
、粒
径
10
ミ
ク
ロ
ン（
１

ミ
ク
ロ
ン
は
１
０
０
０
分
の
1
ミ
リ
、
髪
の
毛
の

直
径
は
約
70
ミ
ク
ロ
ン
）
以
下
の
粒
子
を
Ｓ
Ｐ
Ｍ

と
称
し
、
環
境
基
準
を
設
定
し
て
規
制
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
Ｓ
Ｐ
Ｍ
の
粒
径
分
布
を

み
る
と
、
10
ミ
ク
ロ
ン
を
ピ
ー
ク
と
す
る
粗
大
粒

子
と
0.5
ミ
ク
ロ
ン
を
ピ
ー
ク
と
す
る
微
小
粒
子
の

二
山
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
の
粗
大
粒

子
は
、
自
然
由
来
の
海
塩
、
土
壌
に
よ
り
主
と
し

て
構
成
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
微
小
粒
子
は
、
人

為
由
来
の
自
動
車
、
工
場
、
事
業
場
か
ら
の
燃
焼

物
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
粒
径
が
小
さ
い
た
め
肺
の

深
部
に
侵
入
、
沈
着
す
る
割
合
が
大
き
く
、
粒
子

表
面
に
様
々
な
有
害
物
質
が
吸
収
・
吸
着
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
健
康
影
響
が
よ
り
大
き
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
米
国
で
は
、
１
９
９
７
年
に
新
た
に

Ｐ
Ｍ
2.5
環
境
基
準
が
設
定
さ
れ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
、
２

０
０
６
年
10
月
に
全
世
界
に
向
け
て
Ｐ
Ｍ
2.5
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
新
た
に
設
定
、
提
案
す
る
と
こ
ろ
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
気
裁
判
の
前
進
の
中
で

こ
う
し
た
中
、
わ
が
国
で
は
、
２
０
０
０
年
1

月
の
尼
崎
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
に
お
い
て
、
幹
線

道
路
沿
道
に
お
け
る
気
管
支
ぜ
ん
息
の
増
大
は
、

自
動
車
由
来
の
微
小
粒
子
に
よ
る
影
響
で
あ
る
と

の
認
定
を
か
ち
と
り
、
そ
の
後
も
各
地
の
大
気
汚

染
訴
訟
の
た
た
か
い
で
、
果
敢
に
ア
タ
ッ
ク
し
て
、

２
０
０
０
年
12
月
成
立
の
尼
崎
訴
訟
の
和
解
で
は
、

「
Ｐ
Ｍ
2.5
も
汚
染
指
標
と
す
る
調
査
・
解
析
手
法

の
追
加
、
拡
充
等
の
検
討
を
行
う
」、
ま
た
２
０

０
１
年
8
月
成
立
の
名
古
屋
南
部
大
気
汚
染
公
害

訴
訟
の
和
解
で
も
、「
Ｐ
Ｍ
2.5
の
健
康
影
響
調
査

を
名
古
屋
市
緑
区
に
お
い
て
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
開
示
す
る
」
と
の
和
解
条
項
を
か
ち
と
っ
た
も

の
の
、
環
境
省
は
、
基
準
設
定
は
頑
と
し
て
拒
否

し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
２
０
０
７
年
8
月
の
東
京
大
気
裁
判
の

和
解
で
つ
い
に
「
環
境
基
準
の
設
定
も
含
め
て
対

応
に
つ
い
て
検
討
す
る
」
と
変
化
の
き
ざ
し
を
見

せ
、
こ
の
間
の
専
門
家
に
よ
る
「
検
討
会
」、
中

央
環
境
審
議
会
の
専
門
委
員
会
で
の
討
議
を
ふ
ま

え
て
、
昨
年
12
月
、
斉
藤
環
境
大
臣
が
、
Ｐ
Ｍ
2.5

環
境
基
準
の
設
定
に
踏
み
出
す
こ
と
を
表
明
。
中

央
環
境
審
議
会
に
環
境
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
諮

問
が
な
さ
れ
、
今
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
基
準
設

定
に
踏
み
切
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
環
境
基
準
の
値
を
ど
う
す
る
の
か

Ｐ
Ｍ
2.5
は
、
ぜ
ん
息
や
呼
吸
器
疾
患
は
も
ち
ろ

ん
、
肺
が
ん
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
臓
病
に
よ
る

死
亡
の
増
加
を
も
た
ら
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
今
後
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

基
準
値
が
ど
う
な
る
の
か
で
す
。
こ
こ
で
甘
い
値

を
許
し
て
し
ま
っ
て
は
、
国
民
の
健
康
は
守
れ
ま

せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
の
環
境
基
準
は
、「
人
の

健
康
を
保
護
し
、
及
び
生
活
環
境
を
保
全
す
る
」

上
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
（
環
境

基
本
法
16
条
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
現
に
現
行
Ｎ

Ｏ
２
環
境
基
準
に
つ
い
て
も
、「
疾
病
や
そ
の
前

兆
た
る
影
響
が
見
出
さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
以
前
の
段
階
の
健
康
な
状
態
か
ら
の
偏
り
に
も

留
意
し
た
」
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
中
公
審
専

門
委
員
会
報
告
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
米
国
の
環
境
基
準
は
、「
望

国
民
の
健
康
を
守
る

厳
し
い
Ｐ
Ｍ
2.5
環
境
基
準
設
定
を

西
村　

隆
雄

PM2.5（粒径2.5ミクロン以下）

人の髪
（平均直径
約70ミクロン）

SPM
（粒径10ミクロン以下）

海岸の小さな砂
（平均直径約90ミクロン）

（1ミクロンは1000分の1ミリ）
※環境省の資料を参考に作成
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ま
し
い
基
準
」
よ
り
は
一
段
甘
い
「
最
大
許
容
基

準
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
米
国
の
Ｐ
Ｍ
2.5
基
準
が
、
年
平
均
で
15
μ

ｇ
／
３
ｍ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
米
国
の
Ｐ
Ｍ
2.5
基
準
は
、
主
と
し
て
Ｐ
Ｍ

2.5
濃
度
と
死
亡
リ
ス
ク
の
増
大
を
明
ら
か
に
し
た

米
国
の
研
究
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
す
。
す
な
わ

ち
Ｐ
Ｍ
2.5
の
影
響
に
よ
る
死
亡
の
増
加
を
回
避
す

る
た
め
の
基
準
が
米
国
基
準
と
い
う
こ
と
に
も
な

る
の
で
す
。

と
な
る
と
死
亡
ど
こ
ろ
か
「
疾
病
の
前
兆
」
や

「
健
康
か
ら
の
偏
り
」
を
も
回
避
で
き
る
基
準
で

あ
る
べ
き
わ
が
国
の
環
境
基
準
と
し
て
は
、
こ
の

米
国
基
準
よ
り
も
、
よ
り
厳
し
い
値
が
求
め
ら
れ

る
の
は
当
然
の
理
で
す
。

だ
と
す
れ
ば
、
今
回
の
基
準
値
設
定
に
当
た
っ

て
は
、
米
国
基
準
よ
り
甘
い
値
は
絶
対
に
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

団
体
署
名
に
ご
協
力
を

中
環
審
で
の
審
議
は
大
づ
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。

真
に
国
民
の
健
康
を
守
る
こ
と
の
で
き
る
厳
し
い
Ｐ

Ｍ
2.5
環
境
基
準
を
設
定
さ
せ
る
た
め
に
、
団
体
署

名
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

署
名
用
紙
は
「
青
空
の
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.ne.jp/asahi/aozora/tokyo

（
に
し
む
ら　

た
か
お
・
弁
護
士
）

ＰＭ2.5 濃度の推移（年平均値） （μg／㎥）

1998
年度

1999
年度

2000
年度

2001
年度

2002
年度

2003
年度

2004
年度

2005
年度

2006
年度

2007
年度

一
　
　
般
　
　
局

自
　
排
　
局

米国環境基準（15μg／㎥）超え

WHOガイドライン（10μｇ／㎥）超え

取手市役所

蓮田（埼玉）

真間小学校（千葉・市川）

氷川（板橋）

鳴海配水場（名古屋）

大日（守口）

金岡（堺）

垂水（神戸）

玉島（倉敷）

吉塚（福岡）

取手消防署

塩浜体育館（千葉・市川）

浅間下（横浜）

稲沢（愛知）

大庭浄水場（守口）

綿打中学校（群馬・太田）

戸田・蕨（埼玉）

国設川崎

国設大阪

国設尼崎

国設入間（埼玉）

国設野田（千葉）

国設霞ヶ関

池上新田公園（川崎）

国設厚木

元塩公園（名古屋）

国設飛島（愛知）

出来島小学校（大阪）

四条畷（大阪）

武庫川（尼崎）

国設尼崎

21.0
24.0
21.1
23.7
21.1
21.7
21.9
20.5
22.9
23.2
22.4
27.6
32.9
30.3
40.6
21.7
23.4
23.2
22.9
24.5

21.6
34.5

36.0

27.3
28.8
27.8

17.8
22.3
19.0
20.9
20.9
20.6
19.8
18.9
21.9
21.9
19.9
25.9
28.4
27.5
38.3
21.1
20.5
20.6
22.1
22.9
25.2
30.4
18.8
31.4
30.2
32.3
32.6
24.6
23.5
24.9
38.5

17.2
21.1
18.0
20.6
21.0
20.7
20.0
19.9
21.6
20.9
18.5
24.0
25.3
24.7
35.5
22.4
19.6
19.4
21.6
22.7
18.5
22.7
19.0
27.8
27.4
30.4
28.6
23.9
24.4
26.6
33.4

16.4
20.0
17.0
20.5
18.4
19.9
19.4
19.3
21.7
20.9
17.4
21.9
23.0
23.1
33.1
21.1
18.3
18.7
19.7
21.6
14.6

17.0
21.0
27.0
24.6
25.7
27.3
23.5
25.4
25.6
32.6

16.6
19.7
18.8
18.6
19.2
20.2
19.9
20.1
23.4
22.2
17.6
21.3
22.5
23.2
31.0

19.7
20.6
22.9
12.2

16.1
24.3
25.2
24.4
26.5
24.5
23.8
23.5
21.5
29.2

15.8
19.1
17.8
17.7
19.3
20.0
19.5
20.7
22.5
22.3
16.6
20.4
21.1
21.4
28.6

20.2
20.0
23.2
9.8
23.8
18.2
22.9
22.4
26.0
24.6
22.5
22.7
21.1
26.7

25.1
24.3
21.3

25.2

36.7

37.8

26.2
27.4
26.2

20.3
18.1
19.6
10.3

20.1
16.4
21.4
19.6
22.7
22.5
20.4
20.0
19.9
23.7

22.7 25.7

出典：環境省

《アメリカのＰＭ2.5 の環境基準》

1997 年基準 2006 年基準

年間基準 24時間基準 年間基準 24時間基準

ＰＭ2.5 15μg／㎥ 65μg／㎥

年間平均濃度 24時間濃度（99%値）

ＰＭ2.5 10μg／㎥ 25μg／㎥

15μg／㎥ 35μg／㎥

《ＷＨＯのガイドライン》
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公
健
法
認
定
患
者
の
高
齢
化

平
成
20
年
3
月
末
現
在
、
公
害
健
康
被

害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
公
健
法
）

に
よ
る
65
歳
以
上
の
認
定
患
者
の
割
合
は

約
38
％
と
加
齢
が
進
ん
で
い
る
（
全
患
者

数
４
５
，
７
３
９
人
）。
高
齢
化
と
認
定

疾
病
（
慢
性
気
管
支
炎
・
肺
気
腫
等
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
や
気
管
支
喘
息
）
に
よ
り
、患
者
は
、

病
気
の
合
併
症
、
併
存
症
、
加
齢
に
よ
る

心
身
や
日
常
生
活
動
作
の
機
能
低
下
が
著

し
く
、
負
担
が
増
大
し
て
い
る
。
あ
お
ぞ

ら
財
団
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
3
年
間
、

岡
山
県
倉
敷
市
水
島
地
域
で
、
高
齢
患
者

に
効
果
的
な
包
括
的
呼
吸
ケ
ア
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り

組
ん
だ
（
環
境
省
請
負
業
務
）。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際

①
外
来
診
療
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

１
年
目
は
、
公
害
患
者
が
日
常
利
用

す
る
診
療
所
や
外
来
で
、
定
期
的
に
医

師
と
看
護
師
に
よ
る
最
少
診
療
単
位
に

よ
り
実
践
・
評.

価
が
可
能
な
簡
易
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。
患
者
の
学

習
要
望
が
高
い
①
病
気
の
理
解
、
②
薬

物
、
③
自
己
管
理
、
④
運
動
、
⑤
栄
養
、

⑥
禁
煙
の
指
導
し
た
結
果
、
喘
息
患
者

で
は『
運
動
』、Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
で
は『
自

己
管
理
及
び
運
動
』
の
領
域
で
有
意
な

改
善
を
見
た
。

②
教
育
入
院
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
年
目
は
、
短
期
集
中
的
に
教
育
を

提
供
し
、
基
本
的
手
技
の
習
得
時
間
が

確
保
で
き
る
教
育
入
院
・
多
職
種
に
よ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
結
果
、『
薬
、

自
己
管
理
、
運
動
』
の
領
域
、
特
に
階

段
昇
降
や
坂
道
走
行
、
歩
行
時
の
息
切

れ
に
お
い
て
有
意
な
改
善
を
見
た
。

③
地
域
連
携
・
病
診
連
携
の
検
討

３
年
目
は
、
地
域
や
病
診
連
携
に
よ

る
リ
ハ
ビ
リ
を
進
め
る
た
め
、
ク
リ
テ

ィ
カ
ル
パ
ス
（
総
合
診
療
実
施
書
）

や
患
者
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
シ
ー
ト
（
多
職

種
に
よ
る
治
療
・
教
育
内
容
を
一
元
管

理
す
る
患
者
カ
ル
テ
）、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
紹
介
し
た
冊
子
を
作
成
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
関
係
者
（
医
師
、
看
護
師
、
理

学
療
法
士
、
保
健
師
、
行
政
・
医
師
会

関
係
者
、
学
識
経
験
者
等
）
に
よ
る
会

議
を
開
催
し
、
検
討
を
行
っ
た
。

今
後
の
普
及
啓
発
に
向
け
て

今
回
開
発
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
高
齢

認
定
患
者
の
呼
吸
器
疾
患
機
能
と
日
常
生

活
動
作
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
の
改
善
を
も
た
ら
し
、

生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
高
め
、
自
己
管

理
能
力
を
促
進
す
る
治
療
と
し
て
、
効
果

が
期
待
で
き
る
教
育
指
導
手
法
で
あ
る（
注

１
）。
今
後
、
公
害
医
療
と
し
て
、
各
地
域

の
特
徴
に
応
じ
て
活
用
・
実
践
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。
最
後
に
、
本
研
究
に

多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
た
水
島
協
同
病
院

長
の
里
見
和
彦
先
生
を
は
じ
め
、
関
係
者

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
注 

１
）
里
見
和
彦
他
「
包
括
的
呼
吸
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
│

そ
の
効
果
と
課
題
│
」『
環
境
と
公

害
』
第
38
巻
第
3
号

（
や
は
た
・
か
お
る　

財
団
研
究
員
）

高
齢
公
害
患
者
の

包
括
的
呼
吸
ケ
ア
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン矢

羽
田　

薫
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▼
浅
井
真
二
さ
ん

　
（
道
路
環
境
市
民
塾
運
営
委
員
・
自
転

車
文
化
タ
ウ
ン
づ
く
り
の
会
幹
事
）

・
定
年
退
職
後
、
何
か
活
動
を
し
た
い
と

思
い
２
０
０
７
年
6
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
よ
り
毎
月
参
加
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
市
民
塾
や
自
転
車
文
化
タ
ウ
ン

づ
く
り
の
会
な
ど
の
活
動
に
も
参
加
。

・
会
社
時
代
で
は
知
り
合
え
な
い
、
職
種

も
年
代
も
様
々
な
人
に
た
く
さ
ん
出
会

う
こ
と
が
で
き
た
。

・
今
ま
で
は
受
け
身
の
活
動
だ
っ
た
が
、

３
月
７
日
（
土
）、
あ
お
ぞ
ら
財
団
会

員
の
つ
ど
い
に
は
、
21
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
私
が
と
り
く
ん

で
よ
か
っ
た
こ
と
」。
第
一
部
で
は
、
一

緒
に
活
動
を
し
て
い
る
み
な
さ
ん
が
活
動

の
内
容
や
思
い
を
報
告
し
ま
し
た
。
第
２

─ プログラム ─
【第１部】

報告１「財団で今年はこんなんやりました
　　　 ～事務局からの報告」
報告２「こんな思いで活動しています
　　　 ～一緒に活動している人からの報告」

【第２部】
グループワークと全体討論

今
後
は
変
身
さ
せ
て
い
き
た
い
。
企
画

し
た
活
動
に
多
く
の
方
に
参
加
し
て
頂

け
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

・
先
輩
か
ら
後
輩
へ
…
若
い
人
に
、
財
団

に
も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

▼
池
田
風
弥
さ
ん

（
佛
教
大
学
学
生
）

・
２
０
０
８
年
の
夏
に
西
淀
川
図
書
館
で

「
資
料
館
だ
よ
り
」
を
手
に
し
、
財
団

を
知
り
連
絡
。
エ
コ
ミ
ュ
ー
ズ
の
資
料

整
理
を
手
伝
っ
て
い
る
。

・
西
淀
川
に
住
ん
で
い
る
が
、
資
料
に
ふ

れ
る
ま
で
西
淀
川
公
害
を
知
ら
な
か
っ

た
。
資
料
整
理
は
と
て
も
や
り
が
い
を

感
じ
る
と
同
時
に
財
団
の
一
員
に
な
れ

た
と
感
じ
た
。

・
西
淀
川
公
害
は
西
淀
川
の
人
に
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
被
害
の
実
態
を

今
後
は
伝
え
て
い
き
た
い
。

▼
中
原
佳
穂
さ
ん（大

阪
経
済
大
学
学
生
）

・
大
阪
経
済
大
学
現
代
Ｇ
Ｐ
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
。
担
当
の
先
生
に
声
を
か
け

ら
れ
て
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
講
師
に
。

普
段
人
前
で
話
す
こ
と
も
な
か
っ
た
し

教
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、
緊
張

し
た
。
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
小
学
生
バ

ー
ジ
ョ
ン
の
作
成
も
手
伝
っ
て
い
る
。

・
年
下
の

子
と
知
り
合
う
機
会
が
増
え
た
。
頼
り

に
さ
れ
る
立
場
に
な
っ
た
と
感
じ
た
。

同
時
に
自
分
の
責
任
も
感
じ
て
い
る
。

▼
太
田
映
知
さ
ん

（
倉
敷
公
害
患
者
と
家
族
の
会
）

・
水
島
共
同
病
院
で
、
み
ず
し
ま
財
団
、

あ
お
ぞ
ら
財
団
と
が
協
力
し
て
高
齢
認

定
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
を
と
り
く
ん
で
い
る
。

・
み
ず
し
ま
財
団
も
若
い
職
員
が
さ
さ
え

て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
連
携

を
と
り
、
双
方
活
動
を
発
展
を
さ
せ
て

い
き
た
い
。

第
一
部　

報
告
者
の
声

あ
お
ぞ
ら
財
団
会
員
の
つ
ど
い
２
０
０
９

〜
私
が
と
り
く
ん
で
よ
か
っ
た
こ
と
〜
開
催

小
平　

智
子

部
は
、
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
の
意
見
交

換
。
緑
陰
道
路
の
活
用
や
医
療
機
関
な
ど

西
淀
川
区
に
関
す
る
も
の
か
ら
、
日
本
や

世
界
の
公
害
問
題
ま
で
、
幅
広
い
意
見
と
、

そ
の
具
体
策
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

財
団
の
使
命
は
、
職
員
だ
け
で
取
り
組

め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん

の
人
と
一
緒
に
、
活
動
を
広
げ
深
め
て
い

く
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
の
会
員
の
つ
ど

い
を
続
け

て
い
き
ま

す
。
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市
民
活
動
の
た
め
の
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
講
座
開
催

２
月
14
日
（
土
）、
15
日

（
日
）、
21
日
（
土
）、
22
日

（
日
）
の
４
日
間
、「
市
民

活
動
の
た
め
の
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
現

地
で
活
動
を
し
て
い
る
環
瀬
戸
内
海
会
議

と
み
ず
し
ま
財
団
の
協
力
も
あ
り
、
定
員

の
30
人
を
は
る
か
に
超
え
る
50
名
以
上
の

方
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

風
力
発
電
所
計
画
や
廃
棄
物
処
理
場
、

都
市
再
開
発
な
ど
の
ア
セ
ス
事
例
の
学
習

や
、
実
際
の
ア
セ
ス
図
書
を
読
み
問
題
点

を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
瀬
戸
大
橋
や
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

内
の
工
場
な
ど
の
ア
セ
ス
事
例
を
船
に
乗

り
海
上
か
ら
見
学
す
る
な
ど
、
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

緑
陰
道
路
サ
ロ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
、

歴
史
編（
２
／
７
）と
自
然
編（
３
／
14
）開
催

２
月
７
日
（
土
）、
第
４
回
緑
陰
道
路

サ
ロ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
西
淀
川
と
淀
川
・
大

阪
城
の
再
発
見
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会

場
の
資
料
館
エ
コ
ミ
ュ
ー
ズ
に
は
１
５
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
土
井
三
郎

氏
（
大
阪
歴
史
教
育
者
協
議
会
副
委
員
長
）

に
よ
る
「
再
発
見
〜
淀
川
と
大
阪
城
の
歴

史
」
の
お
話
が
あ
り
、
次
に
小
田
康
徳
氏

（
大
阪
電
気
通
信
大
学
教
授
・
エ
コ
ミ
ュ

ー
ズ
館
長
）
が
「
中
島
大
水
道
と
農
民
の

生
活
」
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
講
師
を

囲
み
、
膝
を
つ
き
あ
わ
せ
て
の
勉
強
会
に
、

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、
活
発
に
質

問
を
交
わ
し
ま
し
た
。

続
い
て
３
月
14
日
に
は
第
５
回
「
緑
陰

道
路
で
「
春
」
を
さ
が
そ
う
」
を
開
催
、

西
淀
自
然
文
化
協
会
の
村
瀬
り
い
子
さ
ん

ら
が
緑
道
を
案
内
し
ま
し
た
。
冷
た
い
雨

の
降
る
あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た
が
、

10
人
が
参
加
、
緑
陰
道
路
の
草
花
の
小
話

や
遊
び
を
教
わ
り
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。

評
議
員
会
、
理
事
会
を
開
催

２
０
０
９
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
を

審
議
す
る
第
23
回
評
議
員
会
（
３
月
７
日
）

と
第
32
回
通
常
理
事
会
（
３
月
９
日
）
を

相
次
い
で
開
催
。
２
０
０
８

年
度
予
算
の
補
正
を
決
め
た

あ
と
、
事
業
計
画
案
と
予
算

案
を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
あ
お
ぞ
ら
財
団
将
来
構
想

検
討
委
員
会
」
の
報
告
を
し

ま
し
た

＊このコーナーでは、財団の理事、評議員のみなさんの近況報告をかねた一言を紹介します。

毎
度
で
す
。
２
０
０
６
年
10
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

あ
お
ぞ
ら
苑
の
施
設
長
を
し
て
い
ま
す

辰
巳
致
で
す
。

私
は
１
９
９
６
年
８
月
か
ら
西
淀
川

公
害
患
者
と
家
族
の
会
の
事
務
局
を
や

ら
せ
て
頂
き
、
約
10
年
間
公
害
患
者
の

み
な
さ
ん
と
運
動
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
私
は
そ
こ
か
ら
多
く
の
も
の

を
学
ん
だ
と
同
時
に
あ
お
ぞ
ら
苑

を
経
営
し
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
ま
で

い
た
だ
い
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。１

９
９
５
年
の
被
告
企
業
と
の

和
解
金
の
一
部
を
拠
出
し
て
建
て

た
あ
お
ぞ
ら
苑
は
現
在
、
１
日
平

均
20
名
の
利
用
者
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
創
り

と
お
い
し
い
昼
食
、
そ
れ
と
岩
風

呂
風
の
お
風
呂
が
あ
お
ぞ
ら
苑
の

３
つ
の
売
り
で
す
。

あ
お
ぞ
ら
苑
を
つ
く
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
、

独
居
の
公
害
患
者
さ

ん
が
自
宅
で
亡
く
な
ら
れ

た
こ
と
が
あ
っ
て
、
１
週

間
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た

の
が
最
初
で
す
。
も
し
周

り
に
も
っ
と
知
り
合
い
が

い
た
の
な
ら…

昼
間
に
過

ご
せ
る
場
所
が
あ
っ
た
の

な
ら…

日
中
自
宅
で
退
屈

し
て
る
な
ら
、
み
ん
な
で

集
ま
れ
る
場
所
が
あ
れ
ば

と
思
い
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
時
は
介
護
経
験
の
ス
タ
ッ

フ
は
０
人
。
ま
っ
た
く
福
祉
も
介
護
も

知
ら
な
い
人
間
ば
か
り
が
集
ま
り
営
業

し
ま
し
た
。
私
も
数
件
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
し
か
知
ら
な
い
状
態
で
し

た
が
、
ど
こ
も
や
っ
て
い
な
い
形
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
や
り
た
い
と
い
つ
も
考

え
て
い
ま
し
た
。
私
が
将
来

「
こ
こ
に
来
た
い
」
と
思
え
る

場
所
を
つ
く
り
た
い
。
若
者
に

は
楽
し
み
や
癒
し
の
場
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
に
、
お
年
寄
り
に

対
し
て
は
そ
う
い
う
感
覚
が
あ

ま
り
な
い
の
が
納
得
で
き
ず
、

お
年
寄
り
の
た
め
の
「
癒
し
の

空
間
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

夢
は
大
き
く
持
て
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
夢
は
常

に
私
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
く
れ

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
公
害

患
者
さ
ん
の
命
を
か
け
た
闘
い

を
目
の
前
で
見
て
き
ま
し
た
か

ら
、
こ
れ
か
ら
降
り
注
ぐ
困
難

も
乗
り
越
え
て
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ

の
西
淀
川
で
生
涯
を
終
え
よ
う
と

し
て
い
る
み
な
さ
ん
に
、
私
た
ち
は
元

気
を
勇
気
と
感
謝
を
毎
日
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
い
た
だ
く
ば
か
り
で
は
ダ
メ

で
す
。
お
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
今
日

も
明
日
も
ず
っ
と
元
気
な
笑
顔
を
が
ん

ば
っ
て
行
き
た
い
で
す
。

（
た
つ
み・い
た
る　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

  

あ
お
ぞ
ら
苑
施
設
長
、財
団
評
議
員
）

夢は大きく持てばいい
辰巳　致
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お
知
ら
せ

お　

礼

【編集後記】「西淀川」が新聞の紙面をにぎわせています。
小学４年生の女児の死体遺棄事件。養父に頻繁に暴力を受
けていたとか、ぜん息の治療も滞っていたとか、伝わって
くる情報は命を削る虐待そのものです。底冷えするマンショ
ンのベランダで助けを求めることもできずに震えていたと
思うと、胸が張り裂けそうです。マンションのある地域は
古い下町で人情厚い土地柄でした。地域に子どもを守る力
をつけること、他人事ではありません。（Ｔ）

矢
倉
海
岸
定
例
探
鳥
会
（
日
本
野
鳥
の

会
大
阪
支
部
と
の
共
催
、
毎
週
第
１
土

曜
日
開
催
）

日
時　

 

６
月
６
日
（
土
）、
７
月
４
日

（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

30
分
頃

集
合　

 

阪
神
電
鉄
西
大
阪
線
「
福
」
駅

改
札
口

解
散　

矢
倉
緑
地
公
園

場
所　

 

大
野
川
緑
陰
道
路
、
矢
倉
緑
地

公
園

第
６
回
緑
陰
道
路
サ
ロ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
水
郷
の
村
・
野
里
の
街
歩
き
と
池
永

家
の
見
学
」

日
時　

 

５
月
23
日
（
土
）　

午
前
９
時

30
分
〜
12
時
頃

集
合　

Ｊ
Ｒ
神
戸
線　

塚
本
駅

解
散　

Ｊ
Ｒ
東
西
線　

御
幣
島
駅

場
所　

大
阪
市
西
淀
川
区
野
里
地
区
等

参
加
費　

５
０
０
円

主
催　

緑
陰
道
路
サ
ロ
ン

（
２
０
０
９
年
２
月
・
３
月　

敬
称
略
）

●
寄
附
・
寄
贈
者

相
川
泰
、
浅
井
真
二
、
新
井
真
、
Ｅ
Ｓ

Ｄ
│
Ｊ
、
石
井
琢
也
、
市
村
康
、
茨
木

市
、
植
田
和
弘
、
大
阪
経
済
大
学
地
域

活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
、
奥
村
昌
裕
、

小
田
康
徳
、
尾
道
市
公
衆
衛
生
推
進
協

議
会
、
片
岡
直
樹
、
交
野
市
旭
小
学
校
、

金
谷
邦
夫
、
川
崎
美
栄
子
、（
財
）
環

境
科
学
総
合
研
究
所
、
神
戸
女
学
院
中

高
部
、
佐
賀
朝
、
酒
井
健
一
、
櫻
井
次

郎
、
滋
賀
県
国
際
協
会
、
吹
田
市
立
古

江
台
小
学
校
、
世
戸
栄
子
、
高
田
研
、

津
留
崎
直
美
、
大
田
忠
南
グ
リ
ー
ン
コ

リ
ア
、
友
澤
悠
季
、
中
谷
素
子
、
中
野

市
、
永
松
伸
吾
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
野
尻

節
雄
、
雲
雀
丘
学
園
中
・
高
等
学
校
、

福
島
正
子
、
福
本
富
男
、
牧
洋
子
、
増

田
純
子
、
松
岡
弘
之
、
松
本
直
子
、
的

場
典
子
、（
財
）
水
島
地
域
環
境
再
生

財
団
、南
区
公
害
病
患
者
と
家
族
の
会
、

宮
本
由
貴
、
村
上
弥
、
村
松
昭
夫
、
山

口
県
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
、
山
本
康
子

●
お
助
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

大
野
み
さ
子
、
岡
崎
久
女
、
蒲
原
ヨ
シ

子●
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
規
入
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

事務局日誌2月
3月

韓国グリーンコリアブルースカイ日本探検隊受入
ＥＳＤ経験交流会（報告：林）
拡大事務局会議
自転車寺子屋
歌島中学校職業体験受入
ECOまちネットワーク・よどがわ
広報会議
歌島中学校職業体験受入
てづくりせっけん教室
倉敷市保健所、水島保健センター、倉敷市ヒアリング調査
第４回緑陰道路サロン
探鳥会
資料館定例会議
大阪経済大学自転車マップ授業（講師：林）
環境省視察受入
事務局会議
神戸シルバーカレッジフードマイレージ（講師：林）
環境アセスメント講座（～15日）
西須磨住民提案づくり会議
ストップ温暖化「一村一品」大作戦（～15日、発表：林）
中国視察（上海・武漢）～19日
地域連携による包括的呼吸ケアを進める高齢認定患者リハビリテーションプログラム
に関する検討会（第２回）
あおぞらプロジェクト幹事会
西淀中学校職場体験受入
緑陰道路サロン世話人会
西淀中学校職場体験受入
西淀川高校菜の花畑草取り
よどがわ市民生協フードマイレージ（講師：林）
西淀中学校職場体験受入
JICA視察受入（主催：GEC）
環境アセスメント講座（～22日）
環境まちづくり市民交流会（報告：林）
エコまちネットワークよどがわ総会
事務局会議
西淀川ESD全体会議
日本福祉大学受入
西淀川高校卒業式
大阪経済大学現代ＧＰ発表会

水俣市飯田市職員視察
拡大事務局会議
広報会議
道路環境市民塾運営委員会
佃中学校2年生フードマイレージ授業（講師：林）
リベラ発送
フードマイレージ教材化研究会
評議員会
会員のつどい
探鳥会
八間川調査・報告会
理事会
子どもの参画べんきょう会
事務局会議
道路連絡会見学会
第５回緑陰道路サロン
地域資料研究会（参加）
徳島市環境講座（講師：藤江）
全国公害患者の会連合会まちづくり委員会（参加）
きんき環境館金下氏来所西淀川ＥＳＤききとり
事務局会議
資料館定例会議
水島保健センター、倉敷市医療給付課、倉敷保健所ヒアリング調査
ポール・ジョバン氏ほか、見学受入
自転車寺子屋
環境省立入検査
リンクスあおぞら財団見学
女性史総合研究会3月例会（発表：林）
事務局会議
エコミューズ運営協議会
講演会「息切れと『うまくつきあうコツ』教えます─呼吸リハビリへのご招待─」
地域連携による包括的呼吸ケアを進める高齢認定患者リハビリテーションプログラムに関する検討会（第３回）
講演会「気管支喘息・COPDのリハビリテーション─包括的呼吸ケアの『最前線』と地域連携の課題─」
自転車文化タウンづくりの会幹事会
資料館スタッフ会議
西淀川道路連絡会・歌島橋交差点に関する説明会
関西自然住宅推進ネットワーク見学受入
事務局会議

1日（日）
2日（月）
3日（火）

4日（水）

5日（木）

6日（金）
7日（土）

9日（月）

10日（火）
12日（木）
13日（金）
14日（土）

15日（日）
16日（月）

17日（火）
18日（水）

19日（木）

20日（金）

21日（土）

23日（月）

24日（火）

28日（土）

1日（日）
3日（火）
4日（水）
5日（木）

6日（金）

7日（土）

8日（日）
9日（月）
10日（火）
11日（水）
13日（金）
14日（土）
16日（月）

17日（火）

18日（水）

19日（木）
20日（金）
21日（土）
23日（月）
24日（火）

26日（木）
27日（金）

28日（土）
31日（火）
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柏原　誠
か し は ら 　 　 まこと

大
学
が
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
か
、

そ
の
知
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る

私
が
勤
務
す
る
大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部

で
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
０
８
年
ま
で

文
部
科
学
省
の
助
成
を
受
け
て
，
現
代
Ｇ
Ｐ

「
地
域
に
開
か
れ
た
体
験
型
環
境
ま
ち
づ
く
り

教
育
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。Ｇ
Ｐ
と
い

う
の
は
、Good Practice

（
良
い
実
践
）
の

意
味
で
先
進
的
な
教
育
実
践
の
取
り
組
み
の

こ
と
で
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
を
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
と
し
て
ど
う
進
め
る
か
を
、
学
生

が
地
域
や
現
場
で
の
体
験
を
通
じ
て
学
ぶ
こ

と
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　現
代
Ｇ
Ｐ
で
地
域
と
大
学
の
関
係
づ
く
り

　
体
験
型
と
い
う
こ
と
で
、
現
場
で
体
験
す

る
実
習
型
の
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
豊
富
に
提

供
す
る
こ
と
と
、
環
境
問
題
に
か
か
わ
る
諸

団
体
や
地
域
社
会
と
協
力
す
る
こ
と
を
大
事

に
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
大
学
と
協
力

し
て
、
環
境
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
グ
ル
ー

プ
の
結
成
を
呼
び
か
け
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
ま
ち
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
よ
ど
が
わ
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
商
店
主
、

生
協
、
商
工
会
議
所
、
あ
お
ぞ
ら
財
団
な
ど

多
様
な
人
・
団
体
が
集
ま
り
ユ
ニ
ー
ク
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
区
民
祭

り
に
参
加
し
た
り
、
西
淀
川
高
校
や
本
学
の

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も
協
力
し
て
進

め
ま
し
た
。

　学
び
を
通
じ
て
活
気
づ
く
学
生
達

　
東
淀
川
区
の
自
転
車
マ
ッ
プ
も
作
り
ま
し

た
。
座
学
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で

の
学
び
を
通
じ
て
活
気
づ
く
学
生
達
は
、
授

業
の
枠
を
超
え
て
自
主
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
ク
リ
ー
ン
活
動
な
ど
を
提

案
し
自
ら
考
え
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
仲
間
を
集
め
、

他
者
（
社
会
）
に
働
き
か
け
る
、
こ
れ
こ
そ
、

Ｇ
Ｐ
が
目
指
す
学
生
像
で
し
た
。

昨
今
、
大
学
に
と
っ
て
も
地
域
社
会
へ
の

貢
献
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　「地
域
共
創
」
〜
重
要
性
と
と
も
に
難
し
さ
も

「
地
域
共
創
」
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
今
回
、
現
代
Ｇ
Ｐ
に
取
り
組
ん
で

み
て
、
そ
の
重
要
性
や
教
育
効
果
の
高
さ
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
難
し
さ
も
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
学
、
特
に
大
学

教
員
は
、
そ
の
知
識
の
専
門
性
や
一
般
化
・

抽
象
化
を
通
じ
た
理
論
的
洗
練
す
な
わ
ち
専

門
知
の
深
化
を
そ
の
活
動
の
基
本
的
ベ
ク
ト

ル
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、地
域
は
、個
別
・

特
殊
的
な
問
題
の
解
決
や
政
策
提
案
を
要
請

す
る
か
ら
で
す
。
ま
さ
に
、
大
学
が
社
会
の

中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
か
、
そ
の

知
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

事
業
と
し
て
の
Ｇ
Ｐ
は
ひ
と
ま
ず
区
切
り

と
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
得
た
成
果
や
地
域

と
の
つ
な
が
り
は
、
今
後
も
教
育
の
中
で
し

っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て
い
く
つ

も
り
で
す
。
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